
千葉県立鶴舞看護専門学校 学校関係者評価実施報告 

 

千葉県立鶴舞看護専門学校では、「令和３年度自己点検・自己評価結果概要」をもとに、学校関係

者評価を実施したので、以下のとおり報告します。 

 

１ 実施年月日 

 令和４年９月３０日（金） １４時～１５時３０分 

 

２ 学校関係者評価会議出席者 

 近隣教育機関、近隣保健医療施設、実習施設、有識者（非常勤講師）、看護職能団体、卒業生

に出席を依頼しました。 

 

３ 実施内容 

   事業概要、自己点検評価の結果説明、今年度の取り組みを報告し、質疑応答や意見交換を行 

 いました。 

 ≪今年度の取り組み≫ 

① 新カリキュラムを予定通りに実施し評価する。 

② 臨地実習における学生の安全教育、安全対策を強化する。 

③ 教員が授業準備のための時間をとれる体制を検討する。 

④ ICT教育の推進とそれに伴う教材・施設設備の整備を行う。 

⑤ 地域社会における学校の在り方や活動を検討し、地域貢献できる。 

⑥ 卒業生の活動状況を把握し、看護基礎教育に反映できる方法を検討する。 

 

４ 学校関係者評価・意見 

主なご意見は以下のとおりです。 

大項目 主 な ご 意 見 等 

Ⅰ教育理念・

教育目的 
 専門職業人として追及していくべきテーマが盛り込まれており適切だと思う。 

 進学したいと思う魅力ある人材育成を期待する。 

Ⅱ 教育目標 

 地域や外部関連機関との連携も位置付けし、実施されると良い。 

 多様な価値観を受け止めるための学生の自己洞察力の向上なども盛り込まれて

いると良い。 
 昨今の学生は自己肯定感に乏しいので、「セルフエスティーム」を高めるという点

も必要になってくる。 

Ⅲ 教育課程 

 目指す方向性が明確になっている。具体的な取り組み例が表示されているともっ

と分かりやすい。 

 講師にとっても分かりやすいカリキュラムだと思う。 

 教員の負担増大が懸念される。実習病院としても実習指導の調整等協力してきた

い。 

 複数校の実習を受け入れているが、学校の実習を受け入れるごとに目的・目標を

再確認していきたい。 



Ⅳ 教育活動 
 学生が自ら考えて学習していける取り組みが良い。様々な取り組みと課題が理解

できた。 

 当事者と共に学ぶ機会があると良い。 

Ⅴ 経営管理 

 
 ICT等の整備が充実すると学生確保にも有利になると思う。 

 経営意欲を高めるため、必要機材に関する予算案の話し合いをされると良い。 

Ⅵ 入学 
 学校案内を工夫し、他の学校との違い、魅力を盛り込むと良い。性別や年齢を問わ

ず学べる環境であるいう特徴をアピールしてほしい。 
 既にいろいろな仕掛けを検討していると思う。 

Ⅶ 卒業・ 

就業・進学 

 里帰り day のフィードバックは良い取り組みだと思う。学校側・卒業生・各施設にと

って有意義である。 

Ⅷ 地域社会 

 コロナ禍で活動しにくいが、近隣施設や自治体と連携していけると良い。 

 学生のボランティアを受け入れる機会を作り協力していきたい。 

 教育目標への位置づけを含めて、現状下でもできる工夫を楽しみにしている。 

 地域貢献とは何をすることなのか、明確にしてもらえると協力できる。 

Ⅸ 研究 

 コロナ禍での経験を活かし、学校での取り組みを発表してほしい。 

 研究に取り組む人材育成のために必要だと思う。 

 学校が考える研究とは何か。研究の成果と学生への還元を期待する。 

 コロナや IT化など環境の変化に追われ大変だが、何とか時間を確保してほしい。 

自由なご意

見 

 全体的に明確な理念・目的・目標を持って育成していると感じた。 

 学生への温かい思いがカリキュラムに反映されている。 

 自己点検・自己評価結果が実態を反映しており、課題が明確になっている。 

 限られた人的・物的環境の中、より良い教育環境を求め奮闘していると感じた。 

 鶴舞看護は学生の多様性を活かした教育支援にチャレンジしているところが素晴

らしいと思った。 

 

５ 終わりに 

今後も、学校関係者評価会議を継続して開催し、学校外部からの評価をいただく機会を設けな

がら、学校活動全般に関する質の向上を図ってまいります。 


